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三菱商事ファッション三菱商事ファッション三菱商事ファッション三菱商事ファッション株式会社の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ株式会社の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ株式会社の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ株式会社の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ    

 

 

当社は、2024年 11月 28日開催の取締役会において、以下のとおり、三菱商事株式会社の完全子会社である

三菱商事ファッション株式会社（以下、「三菱商事ファッション」といいます。）の全株式を取得し（以下、「本

取引」といいます。）、完全子会社化することについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 株式の取得の理由 

 

当社は、中長期ビジョンとして、持続的成長と共にファッションの多様性の実現に貢献する「世界に唯一無

二のファッション・エコシステム」の構築に向けて更なる事業基盤を拡充することを目指しております。 

 

三菱商事ファッションは三菱商事グループのアパレル・雑貨・靴の製品供給を担うファブレスメーカーとし

て、グローバルネットワークを活かした素材・製品調達力をはじめ、受発注データや生産・物流データ連携等

のシステム、長年の取引関係に裏付けされた生産背景や顧客基盤、グローバルな人材を有しております。また、

課題解決型事業、ブランド共同経営事業といった他のOEM企業には見られない、戦略的な事業開発に取り組む

先見性ある企業と認識しております。 

 

本取引は、第一義的にはアパレル・雑貨・靴バリューチェーンの川上の企画・開発・生産・物流のリソース

やノウハウの拡充に資すると位置付けており、当社のB2B事業であるプラットフォーム事業の拡大、海外輸入

ブランドのエージェント業務における相乗効果を見込んでおります。また、三菱商事ファッションが取り組む

課題解決型事業は、当社が有するプラットフォーム事業が目指すマルチサービスでの顧客ニーズ対応と相互補

完的であり、事業戦略の適合性を見出しております。そして、三菱商事ファッションが今後拡大を企図するブ

ランド共同経営事業も、当社が注力する投資事業の拡大と同じ方向性にあり、案件のソーシングからエクセキ

ューション、バリューアップに亘る協業による相乗効果を期待しております。 

 

具体的には、三菱商事ファッションの完全子会社化を通じて、以下４点のシナジーを想定しております。 

 

① 企画・調達能力の相互補完によるOEM事業の拡充 

先述した三菱商事ファッションの競争優位性に対して、これまで当社OEM事業はブランド事業で培ったブラ

ンディング、MDノウハウで付加価値を高めており、両社の企画提案力や生産背景の相互補完により、既存顧客

の売上拡大や新規案件の獲得を合理的に見込んでおります。 

 



② サービスメニューの相互補完によるプラットフォーム事業の拡充 

当社のプラットフォーム事業は川下を含むバリューチェーンをカバーする幅広いサービスや、デジタル事業

のB2Bソリューションと連携したシステムサービスを有しております。三菱商事ファッションが有する川上・

調達に強みを持つ課題解決型事業のサービスと共に、双方の顧客へ幅広いサービスをワンストップで提供可能

となり、顧客層の幅と一顧客当たり収益の両面で拡充できると見込んでおります。 

 

③ 投資機会と価値改善手法の相互補完によるブランド投資事業の拡大 

当社（日本政策投資銀行と合弁の投資会社 W&DiDを含む）はM&Aを成長戦略の中核に組み込んでおり、当社

の数多くの投資実績、案件パイプライン、投資後のバリューアップのノウハウと、三菱商事ファッションの案

件パイプラインの開拓能力、投資判断のノウハウやリソースを相互に持ち寄ることで、投資先の更なる開拓・

バリューアップに取り組むことが可能となります。投資案件においても、両社の力や資源を結集して相乗効果

を発揮することによって、ブランド共同経営事業の成功確度を高めることを狙います。 

    

④ 全ての事業の基盤となる人材・顧客基盤の相互補完 

両社の人材に更なるキャリアパスの拡がりを提供することで、より多くの有能な人材のリテンション、人材

獲得に貢献することが期待されます。国内外を問わず、事業形態も多種多様に拡張されることで、人材が挑戦・

貢献できる機会を相互に提供することは、両社の総合的な競争力の底上げとなります。また、当社と三菱商事

ファッションの協業は、これまで以上に多様な顧客接点をもたらすことが合理的に期待されます。 

 

２．異動する子会社（三菱商事ファッション）の概要 

（１） 名 称 三菱商事ファッション株式会社 

（２） 所 在 地 東京都港区芝浦３-16-16 住友不動産田町ビル東館 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 村田 茂 

（４） 事 業 内 容 
衣料品・雑貨・靴等の製造販売、並びにこれらの営業・生産進捗管理・受渡

事務処理業務の受託、付帯するサービス、システム等の提供販売 

（５） 資 本 金 2,000百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2009年10月１日（合併年月日）（合併存続会社の設立は2002年５月17日） 

（７） 大株主及び持株比率 三菱商事株式会社 100％ 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません 

人 的 関 係 該当事項はありません 

取 引 関 係 該当事項はありません 

（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 

 連 結 純 資 産 20,341百万円 20,971百万円 15,291百万円 

 連 結 総 資 産 69,485百万円 40,725百万円 35,855百万円 

 １ 株 当 た り 連結純資 産 459,853円 474,108円 345,690円 

 連 結 売 上 高 85,511百万円 105,323百万円 91,949百万円 

 連 結 営 業 利 益 2,808百万円 2,625百万円 3,524百万円 

 連 結 経 常 利 益 2,560百万円 2,769百万円 3,527百万円 

 
親会 社 株主に帰属す る 

当 期 純 利 益 
1,716百万円 2,030百万円 2,265百万円 

 １株当たり連結当期純利益 38,788円 45,895円 51,206円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 38,790円 45,900円 186,210円 

  



 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 名 称 三菱商事株式会社 

（２） 所 在 地 東京都千代田区丸の内二丁目３番１号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 社長 中西 勝也 

（４） 事 業 内 容 

地球環境エネルギー、マテリアルソリューション、金属資源、社会インフ

ラ、モビリティ、食品産業、S.L.C.（Smart-Life Creation）、電力ソリュー

ションの８グループ体制で、幅広い産業を事業領域として多角的なビジネ

スを展開 

（５） 資 本 金 204,447百万円（2024年９月30日時点） 

（６） 設 立 年 月 日 1950年４月１日 

（７） 資 本 合 計 10,025,409百万円 （2024年９月30日時点） 

（８） 資 産 合 計 21,131,311百万円 （2024年９月30日時点） 

（９） 
大株主及び持株比率 

2024 年９月 30 日時点 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 15.90％ 

BNYM AS AGT ／CLTS 10 PERCENT 

（常任代理人 株式会社三菱 UFJ銀行） 
10.04％ 

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 5.61％ 

明治安田生命保険相互会社 4.27％ 

東京海上日動火災保険株式会社 2.42％ 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 

（退職給付信託口・議決権受託者行使型） 
2.42％ 

STATE STREET BANK WEST CLIENT – TREATY 505234 

 （常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部） 
1.72％ 

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505001 

 （常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部） 
1.45％ 

JP MORGAN CHASE BANK 385781 

（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部） 
1.40％ 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 

（退職給付信託口・三菱電機株式会社口） 
1.33％ 

（10） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません 

人 的 関 係 該当事項はありません 

取 引 関 係 該当事項はありません 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません 

 

  



 

４．取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

０株 

（議決権の数：０個） 

（議決権所有割合：0.0％） 

（２） 取 得 株 式 数 
44,233株 

（議決権の数：44,233個） 

（３） 取 得 価 額 三菱商事ファッション株式会社の普通株式  9,325百万円 

（４） 異動後の所有株式数 

44,233株 

（議決権の数：44,233個） 

（議決権所有割合：100％） 

 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2024年 11月28日 

（２） 契 約 締 結 日 2024年 11月28日 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 2025年２月中（予定） 

 

 

６．今後の見通し 

本件が当社の2025年２月期連結業績に与える影響は現在精査中であり、今後、業績予想の修正の必要性及び公

表すべき事項が生じた場合には速やかに開示します。 

 

以 上 

 


